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１．調査の概要 

（１）イベントの概要 

名 称 第 38 回 小山城まつり 

内 容 

町内外の事業者や団体による物産展・バザール、ステージイベント

など、様々なイベントを開催。 

➢ 物産展、バザール 

➢ 展望台小山城を無料開放 

➢ 八女市特産品販売 

➢ お楽しみ抽選会 

➢ ステージイベント 

➢ ちびっこスタンプラリー   ほか 

（吉田町ホームページ及び公式チラシから引用） 

日 時 2024（令和６）年 11月 3日（日・祝）8時 30分～15時 00分 

会 場 小山城前広場、展望台小山城 

参 加 者 数 約 17,000 人 

天 候 

 前日夕方から強い雨が降ったが、まつり開催時間には天気が持ち直し

た。雨の影響で会場の地面はぬかるむなどコンディションの不良はあった

が、イベントそのものは滞りなく行われた。 

 

tenki.jp「静岡(静岡県)の過去の天気」を加工して作成 

（https://tenki.jp/past/2024/11/weather/5/25/47656/） 

 

（２）調査対象 

小山城まつりの来場者 【サンプルサイズ 270 人】 

 

（３）調査事項 

・基本属性（性別、年代、居住地など） 

・小山城まつりに関すること（目当て、情報源、満足度など） 

・今回のお出かけ全体に関すること（行程、他の利用施設、消費額など） 

・小山城まつりへの意見・感想                    ほか 
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（４）調査方法 

会場内に調査ブースを設置し、来場者にアンケートチラシ（回答フォームのＱＲコード

と景品を掲載）を配布した。回答者は自身のスマートフォンから QRコードを読み取り WEB

フォームから回答した。 
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（５）配付物、掲出物 

① A5 チラシ（2000 部）、A1 チラシ（2部） 
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② 実施場所等 

会場入り口付近、本部テント内の調査ブースにおいて、アンケートチラシを配布すると

ともに、調査ブース前の立て看板にポスターを掲出した。 

 

 

調査ブースの立地 

 

 

   

調査ブースの様子 
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２．調査の結果 

（１）来場者の属性 

① 居住地 

➢ 「吉田町」が 73％と昨年同様に最も多く、昨年から更に割合が 11 ポイント増加し

た。 

➢ 「静岡県中部地域」は 24%であり、吉田町を含めると 97％が「県中部地域」からの

来訪であった。 

➢ 回答数が少ない居住地が多く存在するため、以降の分析では、「吉田町」、「県中部地

域（吉田町を除く５市１町）」、「域外」でデータを区分することとする。なお「域外」

は回答が８件と少数のため参考値として確認されたい。 

 

居住地別回答数及び回答割合 

 

 

居住区分別回答数及び回答割合 

 

         ※県中部地域は吉田町を除く 
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② 性別 

➢ 「女性」が 67％、「男性」が 33％ の構成となった。昨年から構成比に大きな変化は

見られなかった。 

➢ 居住区分別の比較においても、明確な差は見られなかった。 

 

性別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・性別回答数及び回答割合 
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③ 年代 

➢ 「30代」と「40 代」が 25%と最も多く、次いで「60代」が 18%、「50代が」15%であ

った。 

➢ 昨年に比べ 30代以下の割合は減少し、40代から 60代の割合が増加した。 

 

年代別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・年代別回答数及び回答割合 
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④ 同行者の人数（回答者本人を含む） 

➢ 「２人」の割合が 27%と最も高く、「２人」「３人」「４人」がそれぞれ 20%を超え、

全体の 70%を占める構成となった。「１人」、「５人」での来訪も 10%前後存在した。 

➢ 中部地域からの来訪は、吉田町に比べ「６人」以上の団体がやや多かった。 

 

同行者人数別回答数及び回答割合 

 

 

 
 

居住区分別・同行者人数別回答数及び回答割合 
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⑤ 主な同行者 

➢ 「家族・親族（小学生以下の子供あり）」が、昨年より 13ポイント減少したものの、

53%と最も多く、次いで「家族・親族（小学生以下の子供なし）」が 19％、「友人・

知人」が昨年より 5ポイント増加し 12％であった。なお「家族・親族（小学生以下

の子供あり）」の減少について、昨年調査では回答のインセンティブとして、その場

でガチャガチャの抽選による景品配布をしていたことが、子供を引きつけるバイア

スとなっていた可能性に注意が必要である。 

➢ 居住区分別の割合に明確な差は見られなかった。 

 

同行者種類別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・同行者種類別回答数及び回答割合 
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（２）小山城まつりに関すること 

① 小山城まつりへの来訪回数 

➢ 昨年も最も多かった「５回目以上」が、更に 14ポイント増加し 57％となった。吉

田町の来訪者割合が増加したこととあわせ、町内在住の毎年訪れている層の参加

が、今年は多かったと見られる。 

➢ 域外からの来訪者においても、２回目以上のリピーターの存在が確認できた。 

 

来訪回数別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・来訪回数別回答数及び回答割合 
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② 小山城まつりを訪れるきっかけとなった情報源 （複数回答可） 

➢ 「広報よしだ」が 51％と最も高く、次いで「ポスター・チラシ」が 33%、「家族や友

人・知人の口コミ」が 29％となった。 

➢ 昨年同様、ポスター・チラシ及び広報よしだといった、町内住民に訴求しやすい媒

体の効果が認められる一方で、口コミによる訴求が一定程度行われていることが、

改めて確認できた。 

 

情報源別回答割合（今年） 

 

 

情報源別回答割合（昨年） 
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➢ 居住区分別では、吉田町は「広報よしだ」が 67%と最も多く、県中部地域は「口コ

ミ」が 38%と最も多くなった。 

 

居住区分別・情報源別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・情報源別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・情報源別回答割合（域外） 
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③ 小山城まつりの目当て （複数回答可） 

➢ 「お楽しみ抽選会」が 64％と最も高く、次いで「ブース出展（特産品バザール等）」

が 50％、「子ども向けスタンプラリー」が 26％となった。 

➢ 昨年に比べ「特になし」の割合が減少し、新規実施した「ブース出展（藤枝 MYFC）」、

「特殊車両展示」、「ゆるキャラとの交流」の回答が 6%～11%と一定数存在したこと

から、新規取組みの成果が認められた。 

 

目当て別回答割合（今年） 

 

 

目当て別回答割合（昨年） 

 

※「ブース出展（藤枝 MYFC）」、「特殊車両展示」、「ゆるキャラとの交流」は今年のみ実施 
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➢ 居住区分別では、吉田町は「お楽しみ抽選会」が 79%と最も多く、県中部地域は「ブ

ース出展（特産品バザール等）」が 57%と最も多くなった。 

 

居住区分別・目当て別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（域外） 
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④ 小山城まつりの目当てのうち、最も満足したもの 

➢ 「お楽しみ抽選会」、「ブース出展（特産品バザール等）」は、前問で確認できた期待

の度合いのとおり、満足感についても高い回答割合となった。 

➢ 域外の方は「展望台無料開放」の割合が最も高く、小山城というスポットに満足し

ていることが伺える。また吉田町は「お楽しみ抽選会」、県中部地域は「ブース出展

（特産品バザール等）」と、期待していたコンテンツがそのまま満足に繋がってい

る傾向が見られた。 

 

満足したコンテンツ別回答数及び回答割合 

 

 

 

居住区分別・満足したコンテンツ別回答数及び回答割合 
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⑤ 小山城まつりの親しい知人への推奨度 

➢ 推奨度は、昨年に比べ「10点」の回答が５ポイント増加し、推奨者（９～10点）の

割合から批判者（０～６点）の割合を差し引いたＮＰＳ（Net Promoter Score）は

昨年を上回る 30.4 となった。 

➢ 「４点」以下の回答割合は全体の 4%とわずかであり、「５点」、「６点」をあわせた

「批判者」の割合は 17%であった。 

 

推奨度分布（今年 ＮＰＳ：30.4）      推奨度分布（昨年 ＮＰＳ：24.7） 

     

 

 

推奨度別回答数及び回答割合 
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⑥ 小山城まつりへの再訪意向 

➢ 「そう思う」が 89％、「ややそう思う」が 10％で、昨年に引き続き極めて高い再訪

意向が認められた。 
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（３）今回のお出かけ全体に関すること 

① 行程 

➢ 昨年同様に、「日帰り」の割合が 96％と、大多数が日帰りでの来訪者であった。 
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② 宿泊先（前問で“宿泊”と回答した方のみ） 

➢ 宿泊を伴う来訪者 11名のうち、「“吉田町内”の宿泊施設（ホテル、旅館等）」を利用

したのは４名（36%）であった。 
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③ 利用施設 （複数回答可） 

➢ 「会場周辺の飲食店や土産店」が 45％と最も高く、次いで、会場に隣接する「しら

すのまどぐち」が 14％、「県営吉田公園」が 13％となった。なお、「利用していない

（する予定はない）」は 32％となった。 

➢ 全体の傾向は、昨年から変化が見られなかった。 

 

目当て別回答割合（今年） 

 

 

目当て別回答割合（昨年） 
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➢ 居住区分別の比較においては、明確な傾向の差は見られなかった。 

 

居住区分別・目当て別回答割合（吉田町） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（県中部地域） 

 

 

居住区分別・目当て別回答割合（域外） 
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④ １人あたり消費額 

本調査では、消費額が過大となる問題を回避するため、項目ごとに「消費した合計額」

と「当該金額が何人分か」に分けて質問し、１人あたりの消費額を算出している。分析

にあたり、「消費した合計額＞０円」かつ「当該金額が何人分か＝０人」の回答について

は、金額を０円に補正した。 

 

➢ １人あたり消費額は、会場内が 808円、会場外が 472 円、合計が 1,280 円となっ

た。 

➢ 昨年よりも消費額は下がっているが、これは物価高騰等の影響を受けた消費控えが

要因として推測され、当財団が 2024 年度に行った他のイベント来場者調査でも同

様の傾向が見られている。 

 

項目 今年 昨年 

合計額 1,280円 1,718円 

うち会場内 808円 1,040円 

うち会場外 472円 678円 

 

 

➢ 会場内の消費額の分布は、０円超 1,000 円以下が多く、中央値は 525 円であった。

2,000円を超える消費は９件であり、最大値は 6,500円であった。 

➢ 会場外の消費額の分布は、０円が 110 件（41%）と最も多く、次いで 500 円以下が

98 件、中央値は 200 円であった。2,000 円を超える消費は 10 件であり、最大値は

7,500円であった。 

 

１人あたり消費額頻度分布（会場内）     １人あたり消費額頻度分布（会場外） 
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⑤ 会場に辿り着くために使用した主な交通手段 （複数回答可） 

➢ 「自家用車」が 65％で最も多く、次いで「徒歩」が 24%であった。「無料シャトルバ

ス」は 5%に留まった。 

➢ 居住地区分別では、県中部地域からの来訪者が、比較的「無料シャトルバス」を使

用している傾向が見られた。 
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（４）シビックプライドについて 

 小山城まつりが、いわゆるシビックプライドと呼ばれるような「生まれ育った地域に限ら

ず、自身が思いを寄せる特定の地域に誇りを持ち、積極的・能動的に地方創生につながるよ

うな行動をしようとする意識」の変化を定量的に捉えるため、次の５項目について来場前後

に分けて質問し、まつりが来場者の心情に与える影響を調査した。 

i. 吉田町に愛着を持っているか 

ii. 吉田町に誇りを持っているか 

iii. 吉田町の理念や取り組みなど、街のあり方に共感しているか 

iv. 吉田町に住むことを親しい友人や同僚に薦める可能性 

v. 吉田町を訪れることを親しい友人や同僚に薦める可能性 

 

➢ まつりの前後で指標に大きな変化は見られなかった。 

➢ 過去の調査において、「誇り」や「共感」の値は「愛着」に比べ顕著に低くなる傾向

があるが、本調査においてが「誇り」と「共感」は比較的高い値を示していた。 

 

シビックプライドに係る来場前後の指標の変化 

 

※参考値出典：愛着、誇り、共感（大阪、東京） 「GLOBAL CIVIC PRIDE SURVEY, 株式会社読売広告社, 2023」 

               （静岡） 「駿府城夏まつり イベント来場者調査, するが企画観光局, 2024」 

       推奨度   （横浜、川崎） 「令和５年度川崎市都市イメージ調査調査結果,川崎市 ,2023 」 

   （静岡） 「駿府城夏まつり イベント来場者調査, するが企画観光局, 2024」 

              上記のうち静岡以外は、いずれも「居住者」を対象とした調査である点に注意 

 

  

来場前 ➡ 来場後 参考 指標算出方法

愛着 69.6 +2.6pt 72.2

71.3(大阪)

61.7(東京23区)

80.9(静岡市)

誇り 64.4 +1.9pt 66.3

53.7(大阪)

48.6(東京23区)

62.1(静岡市)

共感 62.6 +0.7pt 63.3

48.2(大阪)

43.9(東京23区)

52.4(静岡市)

居住推奨意向 0.7 +2.6pt 3.3

21.3(横浜市)

7.7(川崎市)

-15.4(静岡市)

訪問推奨意向 5.2 ±0pt 5.2

34.3(横浜市)

8.2(川崎市)

13.1(静岡市)

「やや当てはまる」以上の回答割合

「9,10」の回答割合

　－「0～6」の回答割合
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➢ 指標の変化を町内在住者、町外在住者に分けて比較した結果、町内は値そのものが

高い傾向が、町外は、まつりの前後で指標が良化する傾向が見られた。 

➢ 町内は、まつり来場前からシビックプライドに係る意識を有しており、町外は、ま

つりを通してそういった意識が醸成されたと考えられる。 

 

 

居住地別シビックプライドに係る来場前後の指標の変化 

 

 

居住地別・項目別指標の変化量 

 

  

年代 区分 愛着 誇り 共感 居住推奨意向 訪問推奨意向

来場前 69.6 64.4 62.6 0.7 5.2

来場後 72.2 66.3 63.3 3.3 5.2

変化量 2.6 1.9 0.7 2.6 0.0

来場前 74.1 71.6 68.5 16.2 16.2

来場後 74.6 72.1 68.0 18.3 16.2

変化量 0.5 0.5 -0.5 2.1 0.0

来場前 57.5 45.2 46.6 -41.1 -24.7

来場後 65.8 50.7 50.7 -37.0 -24.7

変化量 8.3 5.5 4.1 4.1 0.0

全体

うち町内

うち町外
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（５）小山城まつりへの意見感想 

① 特に良かったこと 

 出店、抽選会、ステージイベントといった、主要コンテンツがきちんと訴求できてい

る。また形容詞、動詞では「楽しむ」、「買う」要素が表れており、小山城まつりが物産

を中心とした地域のまつりとして愛されている様子が伺える。 

 

➢ 出店、出展、ブース（35件） 

・・・出店が充実していた、いろんなブースがあり子供も大人も楽しめる 

➢ 抽選（26件） 

 ・・・お楽しみ抽選会、愛カードの抽選 

➢ ステージ（17 件） 

 ・・・ステージの演舞、 

➢ 楽しい（23件）、楽しめる（９件）、買える（９件） 

 ・・・子供が楽しめるイベント、普段は買えない地方の特産物 

 

 

【ワードクラウド図】 ※青字･･･名詞、赤字･･･動詞、緑字･･･形容詞 

 

出典：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 

（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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② 不便・残念だったこと 

 駐車場の少なさ及び距離並びに地面のぬかるみに対する意見が多数を占めた。一方

で、現実的に対策可能な少数意見としては、「椅子、机が少ない」、「ブースの位置がわか

りにくい」、「並ぶ時間が長い」、「山の上にも賑やかしが欲しい」といったものが挙げら

れる。 

 

➢ 駐車場（62件） 

・・・駐車場が少ない、遠い 

➢ 地面、足元、ぬかるみ（49件） 

 ・・・雨上がりで地面がぬかるんでいた 

 

 

【ワードクラウド図】 ※青字･･･名詞、赤字･･･動詞、緑字･･･形容詞 

 

出典：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 

（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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③ 小山城まつりと聞いて思い浮かべるイメージ 

小山城、抽選会といったまつりの主な要素が訴求できていることが確認できたほか、

よし吉が一定程度想起されていることが確認できた。なお回答における小山城は、無

料開放だけでなく、一般名詞としての回答が多いため、解釈には留意されたい。回答

は６件であるものの「地元」という単語も出現しており、「地元の交流の場」、「地元

密着のイベント」など、地域に根差したまつりのイメージも確認できた。 

 

➢ 小山城（25件） 

➢ よし吉（16件） 

➢ 抽選会（14件） 

➢ 太鼓（９件） 

 

 

【ワードクラウド図】 ※青字･･･名詞、赤字･･･動詞、緑字･･･形容詞 

 

出典：ユーザーローカル AIテキストマイニングによる分析 

（ https://textmining.userlocal.jp/ ） 
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（６）推奨度と主な設問の相関関係 

「２－４．小山城まつりを親しい友人や同僚に薦める可能性は 10 点満点中の何点です

か」の設問について、ＮＰＳの算出方法に準じて、回答者を「批判者（０～６点）」「中立

（７～８点）」「推奨者（９～10 点）」の区分に整理し、ＮＰＳ及び推奨度区分と他の設問

の回答内容を比較した。なおＮＰＳは回答数が少ないほど極端な数値を取る傾向があるた

め、回答数が少ない項目には言及しない場合がある。 

 

① 推奨度 × 居住地 

➢ 吉田町の居住者、県中部地域の居住者、域外の居住者の順に、吉田町から離れた地

域に居住しているほど、推奨度が高くなる傾向が見られた。 

➢ 吉田町の居住者は、昨年からＮＰＳが 14 ポイント増加した一方で、県中部地域の

居住者は 12ポイント減少した。 

➢ 吉田町の居住者の推奨度区分構成比は、52%が「推奨者」という結果であった。 

 

居住区分別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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② 推奨度 ×来訪回数 

➢ 来訪回数によりＮＰＳの値及び昨年からの増減にはバラつきがあるものの、最も回

答が多かった「５回目以上」のコアリピーター層は、昨年に引き続き安定して高い

ＮＰＳを示している。 

 

来訪回数別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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③ 推奨度 × 年代 

➢ 来場割合の高い「30 代」から「60 代」までは、いずれもＮＰＳが 27 以上となり、

一定の推奨意向が認められた。「40代」と「50代」は、他の年代に比べ中立者（受

動的に満足している状態）が多い傾向にある。 

➢ 回答割合は少ないものの、「10 代以下」が高いＮＰＳを示しており、地元学生から

も支持を受けているまつりであることが推察される。 

 

年代別ＮＰＳ及び推奨度区分構成比 
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３．小山城まつりに関する検索等 

（１）インターネット（Google トレンド） 

➢ 「小山城」の検索の検索動向は、桜の開花時期と小山城まつりの開催時期に高まる傾

向がある。今回の小山城まつり開催時期においては、2022年開催、2023年開催の同時

期をやや下回る動向であったものの、通年でのピークを確認できた。 

 

 

出典：Google トレンドを用いて当財団調べ 

（期間：2022年 10月１日～2024年 12月 10日） 

     ※折れ線グラフは最高値を 100とした検索総数の相対値をグラフにしたもの 

  

2022 年開催時 2022 年開催時 2024 年開催時 桜 桜 
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４．総括 

昨年行った調査から回答傾向に大幅な変化は無く、メインコンテンツがきちんと訴求でき

ており、来場者が内容に大きな不満もなく満足している状態も伺うことができ、全体として

「完成されたまつり」であることが総括できる。新規実施した「ブース出展（藤枝 MYFC）」、

「特殊車両展示」、「ゆるキャラとの交流」の効果も確認できたため、こういった取組を継続

していくことが更なる満足度向上に繋がるものと思われる。 

 

小山城まつりの来場者属性から見られるターゲットとしては、次のとおり整理できる。 

項目 ターゲット① ターゲット② 

来訪元 吉田町内 県中部地域の近隣市 

性別 女性 女性 

年代 
30～40代 

（50～60代） 

30代 

（40～60代） 

同行者 子連れ家族 子連れ家族 

新規/再訪 コアリピーター ニューカマー 

情報源 広報よしだ 口コミ 

目当て 抽選会 出展（特産品バザール等） 

来場手段 自家用車、徒歩 自家用車 

満足状態 熱心なファン 
満足はしているが 

人にお薦めするほどではない 

  メインターゲットは、町内在住で毎年のようにまつりを訪れるコアリピーターである。こ

れらの方々は、定例のイベントに十分満足し、毎年まつりを訪れることが「文化」になってい

ると推測できるため、運営を変えず、守り抜くことが打ち手であると考えることもできる。 

サブターゲットは近隣市から知人の口コミをきっかけに初めて（又は２回目に）訪れる来場

者である。この層に対しては、目当てとされている物産の充実を図りながら、人にお薦めされ

るようなキラーコンテンツを部分的に訴求していくことで、リピーターへの昇華と、更なる口

コミによる来場者増を循環させていくことが期待される。 

また主な来場手段はいずれも自家用車であるが、それ故に駐車場の不足がネガティブな意見

の筆頭に表れている。ただちに駐車場を増台することは困難と思われるため、例えばカー・セ

ーブデーのように、環境に配慮する啓発キャンペーンなどをあわせて行うことで、町内在住者

の自家用車利用率を低減し、徒歩、自転車、シャトルバスへの分散を図っていくことなども考

えられる。 
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